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令和５年４月３日発行

国土交通省 関東地方整備局

渡良瀬川河川事務所 地域広報官

ＪＲ両毛線渡良瀬川橋梁付近

渡良瀬川

桐生大橋から上流方向を撮影

伐採前 伐採後

気候変動に伴い
災害が激甚化・頻発
化するなか 「防災･
減災､国土強靱化の
ための５か年加速化
対策」により堤防整
備等の事前防災対策
を進めています。

堤防の拡幅・嵩上げ・護岸工事

対策前の堤防

➢より大きな洪水を安全
に流すために堤防断
面を確保

➢洪水時の流れに備え
た護岸整備

○樹木伐採について

渡良瀬川や桐生川の洪水時における流水を安全に流下させるため、河川内で著しく樹木が
繁茂している箇所について、伐採を行いました。

河川工事 堤防強化・樹木伐採の紹介

効果
①洪水の時、水が
流れやすくなる
②イノシシ対策に
なる

○堤防強化について

（担当 工務課）

伐採した樹木（主にハリエンジュ。数量１万本）につい
ては、桐生大橋下流河川敷にて１月２３日に無料配付を行
いました。
たくさんの方にご協力頂き、ありがとうございました。

◀佐野市高橋町での
堤防整備（高水護岸）
施工状況

渡良瀬川橋梁 （両毛線）

桐生大橋から上流方向を撮影



２ （担当 管理課）

中橋パネル展を開催しました

「第２９回渡良瀬川クリーン運動」が開催されます

毎年５月に、沿川の自治体等にお住いの皆様に多数
ご参加いただき開催しております「渡良瀬川クリーン
運動」について、本年度は５月２８日（日）午前８時
から９時※に開催する予定です。皆様の参加をお待ち
しております。
※自治体によって、実施日が異なる場合があります。

写真は令和元年度実施の様子

4年ぶりの開催

足利市の中心部で渡良瀬川を渡る中橋は昭和11年に架設された橋梁ですが、上下流の堤防について
嵩上げなどが行われたものの、中橋は架設当時の状態のままであるため、堤防が切り欠いた状態とな
っており、渡良瀬川の治水上の課題となっています。また、朝夕を中心にJR両毛線の踏切前後で交通
渋滞が発生し、歩道が狭く十分な自転車通行空間が確保されていないなど、道路橋としての課題もあ
ります。
これらを踏まえ、地域の安全・安心な生活を確保するため、国、栃木県、足利市の共同で、堤防と

橋梁の高さ不足解消とまちづくりが一体となった「中橋の架替事業」を進めています。
事業について、地域住民の方々により一層のご理解をいただくことを目的として、ショッピングセ

ンターでパネル展示を実施しました。

1.展示期間：令和５年２月8日(水) ～2月14日(火)
2.展示場所：栃木県足利市朝倉町

コムファースト・ショッピングセンター
(アピタ足利店) 1階コム広場

3.主 催：国土交通省渡良瀬川河川事務所、
栃木県安足土木事務所、足利市

期間中、1,300名以上の方に来場いただき、堤防の
早期完成のご要望や工事の内容、道路計画などについ
て、多くのご意見・ご質問を頂きました。
引き続き、事業の早期完成を目指して、国・県・市

が一体となって事業を進めてまいります。 パネル展示の様子

（担当 調査課）



３

第２７回「春の植樹デー」が開催されます

６月は「土砂災害防止月間」です

NPO法人「足尾に緑を育てる会」が毎年開催しています、「春の植樹デー」は、今年も昨年と同様
に開会式及び出店やミニコンサート等を行わず、植樹作業のみの開催になります。また新型コロナウイ
ルス対策として、一日３００人限定とし、４回に分け開催を行います。各回ごとに、植樹場所が異なり
ますので、体力にあわせて、植樹地を選定してください。なお、一日の参加人数を調整するため、団体
、個人ともに必ず予約をお願いいたします。
ご予約・詳細については、足尾に緑を育てる会のホームページをご覧下さい。

各日定員３００人 ※雨天決行

第１部 ４月２２日（土）Aゾーン
第２部 ４月２３日（日）Bゾーン
第３部 ５月２７日（土）Bゾーン
第４部 ５月２８日（日）Aゾーン

Ａゾーン
足尾砂防ダム周辺の戸四
郎沢植樹地。植樹地は高
所です。約600～800段
の工事用階段を登った辺
りに植樹します。

Ｂゾーン
ゲート先駐車場からほど
近い久蔵口植樹地。道沿
いの植樹地で、斜面の下
部に植樹します。小学校
を中心とした体験植樹が
行われている場所です。

【予約・問合せ先】
ＮＰＯ法人 足尾に緑を育てる会
（ＴＥＬ）０２８８-９３-２１８０
（ＷＥＢ）https://www.ashiomidori.com/

２０２３年度 日程

国土交通省では土砂災害による人命・財産を守ることを目的に、大雨となり土砂災害の危険度
が高くなる６月を「土砂災害防止月間」と定めています。

最近は気候変動に伴う集中豪雨の増加により、日本各地で激甚な土砂災害が頻発していること
から、日頃より気象情報等に注意し、地域のハザードマップで安全な避難経路・避難場所、周辺
の危険箇所等を確認するなど、土砂災害に備えましょう。

（担当 砂防調査課）

（担当 足尾砂防出張所）

https://www.ashiomidori.com/


無料配布の状況

〒３２６－０８２２
栃木県足利市田中町６６１－３

http://www.ktr.mlit.go.jp/watarase/

ＴＥＬ：０２８４（７３）５５５1
ＦＡＸ：０２８４（７３）８５０４

国土交通省関東地方整備局

渡良瀬川河川事務所

４

足尾砂防堰堤

サケの稚魚一斉放流会を開催しました ～Part２

ラジオ放送にて防災対策の発信をしました

写真

サケの稚魚を放流しました

令和５年３月１２日（日）足利市岩井町の渡良瀬川河川敷において、サケの稚魚一斉放流会を開催し
ました。
今年度は、サケの受精卵の配布ができず、ご家庭で稚魚を育てて頂くことはできませんでしたが、渡

良瀬漁業協同組合様と栃木県鮭鱒協会様のご協力を得て、参加された皆さんの手で渡良瀬川にサケの稚
魚を放流することができました。
今回放流したサケは、５月頃には海に向かって川を下り始め、数年かけて渡良瀬川に戻ってきます。

この体験を通じて、生き物や河川環境の大切さについて考えるきっかけとなれば幸いです。

◀放流するサケの稚魚を
撮影中

渡良瀬川の環境について▶
学べる展示パネル

（せせらにて

期間限定で展示中）

令和４年度放流会の様子 ◀親子で放流している様子

放流会に参加して
いただいた皆様▶

◀令和５年２月１０日 RADIO BERRY（エフエム栃木）にて、わ
たらせ川のふれあい館「せせら」から生中継により、渡良瀬川の洪
水対策に関する情報を発信しました。
放送では、渡良瀬川河川事務所長が堤防の整備や川の掘削、樹木

伐採といった渡良瀬川で行っている洪水対策の河川工事、気候変動
による降雨量の増大に対応した様々な対策を河川管理者・自治体・
企業・住民の方々などあらゆる関係者で協働して行う「流域治水」
を進めていく必要があることを発信しました。

中継の様子
リポーター：吉本興業ベリーズさん（栃木県住みます芸人）

渡良瀬川河川事務所公式Twitterで情報発信中！

@mlit_watarase
・防災・行政・広報… など様々な

情報をお届けしています！

（担当 総務課）

（担当 総務課）

けいそん


